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　「8％増税で景気が悪くなったのに、また増
税かと思うよ。ポイント還元で増税分を戻す
なら、増税なんてやらなければいいことくら
い、子どもでもわかる」、「増税は小売店をだめ
にします。10％増税ストップ、できたらいいで
すね」「庶民の苦しい生活を見据えた政治を

やってほしい」……世論調査でも「増税中止」
が国民多数の声となっています。増税ストッ
プを掲げる日本共産党を伸ばすことが、その
一番の力となります。やぎした礼子は、その
先頭に立ちます。

●私の活動の原点は、命を大切にする政治です。医
療福祉の現場で13年間働き、障害者運動に40年
以上かかわってきました。医師不足のため、患者
さんがたらい回しになり、手遅れで命を落とす事
例に心を痛めてきました。

●私は小さい頃から、戦争で弟を亡くした父に「戦
争反対と言うだけで殺されるという時代に戦争反
対を貫いた勇気ある人たちがいた。その人たちは
日本共産党員だった」と聞いてきました。東北福
祉大学に入り、「戦争と福祉は両立しない」立場か
ら日本共産党に入党しました。

●戦争で犠牲になるのはいつも弱い立場の人です。
それなのに「海外で戦争する国づくり」につきす
すむ安倍政権。その安倍政権に手を貸す、自民・
公明中心の県政と対決し、市民の願い実現に全力
をあげます。

「障害があるというだけで生きづらく苦しいの
に、誰に助けを求めたらいいのでしょうか」……
日本共産党に寄せられた市民の切実な声です。やぎ
した礼子は、こうした願いに応えて全力をあげます。

　米軍横田基地で始まった外周道路
の付け替え工事は、米空軍特殊作戦機
CV22オスプレイの専用施設建設工事
の搬送路としての使用を前提としてい
ます。付け替え工事で発生する約3万
7000立方メートルの土砂を米軍所沢通
信基地に搬入する計画。搬入が始まれ

ば、連日240台（のべ）のダンプカーが市
内を走ります。土砂搬入は横田基地の強
化と一体だったことが鮮明になりました。
　「新基地ノー」の民意を無視し辺野古
の海の埋め立てを強行し続ける安倍政
権、平和を壊す安倍政権にノーの審判を
くだしましょう。
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医 師　清水 禮二
（所沢診療所元所

長・埼玉西協同病
院元院長）

「消費税10％やめて」の声にこたえます
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軍横田の残土を所沢に搬入

県民の願いに背を向ける

10月からの「消費税10％増税」で、所沢旧町商店街で対話する
やぎした礼子県議会議員（中央）と梅村さえこ前衆議院議員＝2月16日

請 願 内 容
〇…賛成　×…反対

共産党 自民党 公明党 立憲・国民

国 に 対 し 消 費 税 増 税 中 止 を 求 め る 請 願 〇 × × 〇

原発の再稼働・新増設をやめ自然エネルギーの活用推進 〇 × × ×

少 人 数 学 級 や 教 職 員 の 増 員 を 求 め る 請 願 〇 × × ×

東日本大震災の被災地にて

市民と野党共闘で
安倍政治を変える

いのちを
大切にする政治を
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礼子
やぎした

自民党・公明党
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日本共産党埼玉県議会議員・
元医療ソーシャルワーカー

プロフィール●1946年群馬県伊勢崎市生まれ。伊勢崎女子高等学校・東北福祉大学卒
業後、所沢診療所に医療ソーシャルワーカーとして勤務。1983年所沢市議会議員、1991
年埼玉県議会議員6期。党県議団長。現在・日本共産党中央委員。所沢市小手指元町在住。

安倍政治
と対決！

一歩も引
きません

新しい所沢 2019年3月号外　日本共産党所沢市委員会の見解を紹介します。
発行●日本共産党所沢市委員会　所沢市元町11-3　☎04-2903-2130　FAX04-2903-2133

党所沢市「格差と貧困」
対策委員

天野あつし
市議会議員
矢作いづみ

市議会議員
小林すみ子

市議会議員
城下のり子

市議会議員
平井明美

市議会議員
荒川ひろし

前衆議院議員
梅村さえこ

党県民運動委員長

伊藤　岳
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■西埼玉中央病院の地域周産期センター開設に尽力
医師不足で閉鎖していた西埼玉中央病院の地域周産期センターを再
開させ、埼玉県内では新生児集中治療床（NICU）を52床へ増床。

■医学生への奨学金制度が実現
県内外の医学生に対する奨学金制度をつくり、小児科、産科、救急救命への
医師確保に全力。この制度で31人の医師が誕生しています。

■特別支援学校の新設
障がい児の児童・生徒増加にともない教室が不足。解消を議会で求め、入
間市に「特別支援学校」開校。戸田翔陽高校校庭にも新校開校予定。

全面返還は
市民の願い


